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ロ
シ
ア
の
渤
海
研
究
を
発
表 

 

金
沢
学
院
大
学
美
術
文
化

学
部
文
化
財
学
科
主
催
の
講
演

会
「
ロ
シ
ア
沿
海
地
方
の
渤
海

遺
跡
」
は
十
一
月
二
十
三
日
、

石
川
県
立
歴
史
博
物
館
で
開
か

れ
ま
し
た
＝
写
真
左
。 

ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
極

東
支
部
の
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・

イ
ブ
リ
エ
フ
上
級
研
究
員
が
、

現
在
の
北
朝
鮮
国
境
に
近
い
ク

ラ
ス
キ
ノ
城
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト

ク
の
北
に
位
置
す
る
ゴ
ル
バ
ト

カ
城
な
ど
の
出
土
品
か
ら
、
渤

海
の
中
心
と
辺
境
の
生
活
の
違

い
を
推
測
す
る
研
究
を
進
め
た 

 
 
 
 
 
 
 

こ
と
な
ど 

 
 
 
 
 
 
 
 

を
紹
介
し 

 
 
 
 
 
 
 
 

ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

通
訳
は
小 

 
 
 
 
 
 
 
 

嶋
芳
孝
教 

 
 
 
 
 
 
 
 

授
が
務
め 

 
 
 
 
 
 
 
 

ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

同
館
で
は 

 
 
 
 
 
 
 
 

両
城
跡
か 

ら
の
出
土 

遺
品
の
展 

示
も
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

楽
し
い
学
校
づ
く
り
強
調 

 

東
高
校
学
校
説
明
会 

 

金
沢
学
院
東
高
校
の
学
校
説

明
会
は
十
一
月
二
十
三
日
、
金

沢
市
の
金
沢
歌
劇
座
で
行
わ

れ
、
平
成
二
十
年
度
入
学
に
向

け
て
、
教
育
方
針
や
入
試
方
法

な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。 

 

石
田
毅
士
郎
校
長
が
「
東
高

校
は
学
力
だ
け
で
な
く
マ
ナ
ー

や
ル
ー
ル
を
守
る
人
間
教
育
に

力
を
入
れ
て
い
る
」
と
挨
拶
し

ま
し
た
。
来
夏
完
成
予
定
の
新

校
舎
の
説
明
も
あ
り
ま
し
た
。 

説
明
会
は
十
二
月
一
日
に
も

金
沢
歌
劇
座
で
開
か
れ
ま
す
。 

円
盆
の
デ
ザ
イ
ン
に
助
言 

美
術
工
芸
科
生
が
輪
島
実
高
生
に 

 

金
沢
学
院
大
学
美
術
文
化
学

部
美
術
工
芸
学
科
の
漆
芸
コ
ー

ス
四
年
生
六
人
は
十
一
月
二
十

二
日
、
来
校
し
た
輪
島
実
業
高

校
地
域
産
業
科
漆
芸
コ
ー
ス
の

二
年
生
に
、
卒
業
制
作
で
来
年

度
か
ら
本
格
的
に
手
が
け
る
円

盆
（
ま
る
ぼ
ん
）
の
デ
ザ
イ
ン

な
ど
を
助
言
し
ま
し
た
。 

 

石
川
県
が
進
め
る
高
大
連
携

教
育
の
一
環
で
、
生
徒
た
ち
が

持
ち
込
ん
だ
デ
ザ
イ
ン
画
を
前

に
、
市
島
桜
魚
教
授
と
学
生
が

修
正
し
た
方
が
良
い
部
分
や
、

制
作
で
施
す
技
法
が
蒔
絵
が
良

い
か
沈
金
が
良
い
か
な
ど
を
ア

ド
バ
イ
ス
し
ま
し
た
。 

 

輪
島
実
高
の
生
徒
は
今
年
三 

学
校
説
明
会
で
挨
拶
す
る 

石
田
校
長
＝
金
沢
歌
劇
座 

 

 

学
生
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
る
輪
島
実
高
生
＝
６
号
館 

 

金
沢
学
院
短
期
大
学
の
公
開
講

座
「
能
楽
―
も
う
一
つ
の
雅
の
世

界
」
は
十
一
月
二
十
四
日
、
４
号

館
講
堂
で
開
か
れ
、
演
目
『
船
弁

慶
』
の
前
シ
テ
静
御
前
と
後
シ
テ

平
知
盛
の
装
束
の
着
付
け
が
舞
台

上
で
行
わ
れ
、
来
場
者
は
能
楽
の

別
の
魅
力
に
触
れ
ま
し
た
。 

 

北
國
宝
生
会
の
渡
邊
容
之
助
理

事
長
が
『
船
弁
慶
』
に
つ
い
て
解

説
し
た
あ
と
、
宝
生
流
能
楽
師
の

薮
俊
彦
さ
ん
の
説
明
で
着
付
け
が

進
め
ら
れ
ま
し
た
。
静
の
着
付
け

で
は
、
女
性
ら
し
く
尻
に
丸
み
を

つ
け
髪
を
束
ね
る
工
夫
、
知
盛
の

衣
装
で
は
、
袖
を
織
り
込
ん
で
新

聞
紙
を
入
れ
鎧
の
よ
う
に
見
せ
る

工
夫
な
ど
が
明
か
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 『船弁慶』に登場する静御前の衣装を舞台上で 
着付ける能楽師。右は渡邊理事長＝４号館講堂 

能装束の着付け実演 

 

北
國
新
聞
社
が
顕
彰
す
る
第

四
十
三
回
北
國
ス
ポ
ー
ツ
賞

に
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
優
勝
し

た
東
高
校
相
撲
部
と
、
金
沢
学

院
大
学
出
身
で
金
沢
学
院
ア
ス

リ
ー
ト
ク
ラ
ブ
所
属
の
川
畑
源

大
選
手
、
東
高
校
職
員
の
城
内

史
子
選
手
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

十
一
月
三
日
に
北
國
新
聞
会
館

で
行
わ
れ
た
表
彰
式
で
、
飛
田

秀
一
社
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念 

の
盾
を
受
け
ま
し
た
。 
 

東
高
校
相
撲
部
は
、
イ
ン
タ

ー
ハ
イ
と
全
国
新
人
選
手
権
で

初
優
勝
し
た
ほ
か
、
国
体
で
石

川
選
抜
の
主
力
と
し
て
活
躍
し

２
位
に
入
り
ま
し
た
。 

川
畑
選
手
は
国
体
の
成
年

64
㌔
級
ス
ナ
ッ
チ
で
２
連
覇
、

城
内
選
手
は
全
日
本
選
手
権
の

女
子
75
㌔
超
級
で
２
連
覇
し

ま
し
た
。 

 
北國スポーツ賞を受けた選手ら＝北國新聞社 

東
高
相
撲
部
に
北
國
ス
ポ
ー
ツ
賞 

 

重
量
挙
げ
の
川
畑
、
城
内
選
手
も 

『
船
弁
慶
』
の
静
御
前
と
平
知
盛 

短
大
公
開
講
座 

舞
台
裏
の
魅
力
に
触
れ
る 

月
、
本
学
美
術
文
化
学
部
の
卒 

業
制
作
展
を
見
学
に
訪
れ
て
い

ま
す
。 

マ
レ
ー
シ
ア
へ
修
学
旅
行 

 
 

金
沢
学
院
東
高
校
の
修
学
旅

行
は
十
一
月
十
六
日
か
ら
二
十

一
日
ま
で
行
わ
れ
、
昨
年
に
引

き
続
き
マ
レ
ー
シ
ア
へ
出
向
き

ま
し
た
。
参
加
し
た
二
年
生
二

百
五
人
は
、
現
地
に
入
っ
て
二

日
目
に
パ
ン
グ
リ
ス
村
で
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
に
臨
み
、
マ
レ

ー
武
道
や
セ
パ
タ
ク
ロ
ー
、
マ

レ
ー
料
理
づ
く
り
、
エ
コ
ツ
ア

ー
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。 


